
 目で見える風景と同じように、その場所で聞こえる音も、環境

の大事な要素の一つです。このような考え方を音風景（サウンド

スケープ）といいます。鳥や虫の鳴き声、風や水の音などは、環

境や季節ごとに異なっており、人の生活場所の近くでは、人工的

な音も多く聞かれます。今回は、てがたんコースの音風景に着目

しながら、自然観察を楽しんでみましょう。 

  

▲電線に止まってさえずるフクロウの雄。フクロウの仲間は夜間に
獲物の出す音を頼りに狩りをするので、騒音が大きい場所では餌を
とらえる効率が下がってしまうことが知られています。 



5月の手賀沼沿いで聞こえる自然の音 聞こえた音を記録してみよう 

オオヨシキリは手賀沼周辺では
夏鳥で、4月から5月に渡ってき
ます。雄は到着するとすぐに、
縄張りを主張するために「ギョ
シギョシ…」と大きな声で囀り
ます。5月はホオジロやツバメ
など、他の多くの小鳥のさえず
りも聞かれる季節です。 

水田に水が入ると、冬眠してい
たニホンアマガエルがいっせい
に活動を始め、「グエッツグ
エッ…」と大きな声で鳴きます。
手賀沼周辺では、他にシュレー
ゲルアオガエルとトウキョウダ
ルマガエルの2種の鳴き声を5月
に聞くことができます。 

キリギリスの仲間のクビキリギ
スは成虫で越冬し、春に活動を
始めます。夕方に「ジーーー」
と長い声で一斉に鳴き出します。 
他に、ヨシ原からはキンヒバリ
というコオロギ類の「チッチッ
…」という声も聞かれます。 

ニホンアマガエル 

クビキリギス 

目を閉じて耳を澄ますと、自然の音がよく聞こえてきます。5月の 
てがたんコースで聞かれる代表的な鳥・カエル・虫の鳴き声を紹介
します。 

林の中 沼沿い 
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オオヨシキリ 

周囲を大きな木に囲まれた林の中と、開けた沼沿いで、聞こえた自
然の音の種類を比べてみましょう。 


